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論 文

学習者オートノミーを育成するコース運営の試み
― 自己調整学習の自己省察に着目して ―

Attempt of course management to train learner autonomy

― Focusing on self-reflection of self-regulated learning ―

国際・教養教育センター
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要旨：本稿の目的は， 学習者オートノミーの育成を分析することにある。留学生別科のコースの中に
週に３～４日，自己省察の機会（宿題を直す時間）を設けた結果，教師と学習者に変化が見られた。
コース修了後に実施したアンケートでは，学習者から宿題を直す時間が必要だとの意見が得られた。
その理由は， 「次に同じ間違いをしなくなる」，「長く覚えられる」，「深く理解できる」，「間違いの直
し方がわかる」というものだった。一方で，自己省察ができるようにならなかった学習者には，学習
者に答えを訂正させ， 教師へも躊躇なく何度でも質問できるようなサポートが必要だと考える。
Abstract：The purpose of this paper is to analyze how to foster the learner autonomy. By using the 
course for checking homework few times a week, it will be showed the changing of teachers and 
students. The results from the end of class questionnaire found new views, which are as follows to 
know how to correct homework to understand clearly to remember for long time to know not to 
wrong again. On the other hand, for students who have not become to reflect on themselves. The 
author needs the supports for encourage the students to check answers and to ask teachers many 
times without hesitation.
キーワード：学習者オートノミー，教師の役割，コース運営，自己調整学習，自己省察

１．はじめに

　2012年８月28日の中央教育審議会の答申では，大学
の教育の質的転換と題し，「生涯学び続け，主体的に
考える力を育成する大学」への教育改革が求められて
いる。筆者が所属する環太平洋大学でも同様である。
　環太平洋大学留学生別科（以下，別科と称す。）で
は，環太平洋大学の経営学部（以下，本科と称す。）
進学を目指す留学生たちが，約３ヶ月で初級を学習す
る超速習コースで日本語を学習している。別科では，
経営学部の入学試験に合格するという目標が明確に設
定され，毎週のスケジュールもクラス担任により管理
されている。アルバイトは禁止されており，１日平均
４コマの日本語の授業があり，学習のみに集中できる
環境がある。しかし，経営学部に入学すると，専門の
授業が増え，日本語の授業が少なくなること，アルバ

イトができるようになることなど様々な要因により，
別科在籍時に比べ，日本語学習のみに集中出来る環境
ではなくなる。そこで，本科に進学後も，学習者が日
本語の学習を継続し，日本語能力を伸張することがで
きるよう，学習者オートノミーを育成するコースを構
築する必要があると思い至った。

２．先行研究

２．１．学習者オートノミー 

　学習者オートノミーは，1960年台のヨーロッパで生
まれた概念である。ファシズムやスターリニズムの台
頭を防げなかったのは，市民によるチェック機能が働
かなかったからだという歴史への反省から，責任ある
市民を育てるために教育の民主化を進め，オートノ
ミーを育てることが不可欠であるとの認識が生まれた



（Brumfit， 1984；青木・中田，2011）。
　学習者オートノミーには様々な定義があるが，しば
しば研究者や教師に引用されている定義は，Holec, H. 

（1981）の「自分自身の能力を管理する能力」である。
また，青木・中田（2011）では，学習者オートノミー
とは，「自分の学習に関する意志決定を自分で行うた
めの能力である。」と述べられている。自分の学習に
ついて自分で意思決定を行えるということは，学習
の目的，目標，内容，順序，リソースとその利用法，
ペース，場所，評価方法を選ぶということである。

２．２．自己調整学習

　一方，欧米では，1990年代からアメリカの教育心理
学者バリー J ジマーマンが中心となって「自己調整
学習」という新しい教育心理学の理論体系を提案し
た。主体的で自律的に学習に取り組める学習者を「優
れた自己調整学習者」と呼び，どのようなプロセスが
学習者をより「自己調整的」にするのか，そうしたプ
ロセスはどうやって指導することができるようにな
るかを明らかにしようとした（バリー J ジマーマン，
2006）。自己調整学習には大きく分けて「予見」「遂行
コントロール」「自己省察」の３つの段階があり，学
習者はこの段階を繰り返しながら成長していくと考
えられている。「予見」の段階は，効率的な学習のた
めの下準備の段階で，目標を設定し，学習計画を立
て，「やればできる」という自己効力感を持ち，学習
に興味づけをすることなどである。「遂行コントロー
ル」の段階は，自らの学習がうまくいくよう，必要な
ところに注意を焦点化し，自己教示し，自らの学習
の過程をモニターすることである。「自己省察」の段
階は，自らの成果を評価し，「なぜうまくいったのか，
いかなかったのか」ということについて振り返ること
である。その原因が学習の方法にあると判断した場合
は，より良い方法を考えることで次のレベルの「予
見」の段階に反映される（Zimmerman，2000；中
田，2015）。
　学習者オートノミーの問題は，学習者だけの問題だ
と誤解されがちだが，教師がそのための支援をできる
か，それが可能な環境を創出できるかどうかの問題で
もある。また自己調整学習の３段階のループのどこ
かに問題を抱えた学習者に対しては，教師の適切な支
援が必要である（中田，2015）。いずれにしても教師
の環境づくり，支援が求められている。では，学習者
オートノミーの育成や，優れた自己調整学習者の育成
のために，教師はどのような環境を作り，学習者と関

わればよいのだろうか。

２．３．学習者の自律性を高める日本語教育コース

　梅田（2005）によると，成人教育では，学習への取
り組み方が「他者決定型学習」の段階から「自己決定
型学習」を経て，「相互決定型学習」へ進むと考えら
れている。表１は，梅田（2005）が，クラントン，パ
トリシア，Ａ．（2003）の成人学習論に基づき，教師
の役割を整理したものである。教師の役割は，教授
者→ファシリテーター→情報提供者→学習管理者と，
次第に学習者への直接的な働きかけは弱くなってい
く。自己決定型学習が進めばいったん教師の影響力は
薄くなるが，それが相互決定型学習に近づくとまた影
響力を持ってくる。その影響とは，「計画者」や「教
授者」のように教師にのみ影響力があり学習者には決
定権がないような一方的なものとは違い，教師が影
響を与え，学習者が選択できるような相方向性のある
影響である。教師の役割の急激な変化は，教師・学習
者双方に混乱をきたす可能性がある。そのため，梅田

（2005）では自律性を高める日本語教育コースとして，
完全な自己決定型へ移行するというより，他者決定型
学習の割合を徐々に減らしていく形のモデルを提案し
ている。

表１ 教師の役割（梅田，2005：71） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１　教師の役割（梅田，2005：71）

２．４．本研究の位置づけと定義

　以上の先行研究から，自己調整学習のループができ
ている学習者は，学習者オートノミーが備わっている
と学習者だと考えられる。したがって，本研究では
別科のコースの中に，Zimmerman（2000）の自己調

118118



整学習の３段階のループのうちの１つ，「自己省察」
をする機会を設けることにした。なお，本研究では，

「自己省察ができる学習者」とは，間違えたところを
再学習する機会を与えることにより，間違えた理由を
省察し，自力で問題を解く考え方や道筋を発見でき
る，それが自力でできない場合は教師に適切な支援を
求めることができる学習者だと定義する。
　さらに，「自己省察」をさせる際に，教師が学習者
にどのように関わっているのかを，梅田（2000）「教
師の役割」（表１）を参考に分析する。

３．調査

３．１．調査目的

　本研究の目的は，本学留学生別科のような目標が明
確に設定され，毎週のスケジュールもクラス担任に
よって管理された他者決定型コースの中において，学
習者に自己省察の機会（自己の間違いと向き合う時
間）を設けることで，教師の学習者への関わり方，学
習者の学習への関わり方にどのような変化をもたら
し，学習者オートノミーの育成につながったかどうか
を考察する。

３．２．調査方法

　本研究は，2017年10月から2018年３月にかけて別科
に在籍するベトナム人学習者を対象に行ったものであ
る。10月に行ったプレースメントテストの結果によ
り，成績上位の学習者から順にABCと３つのクラス
に分けた。そしてコースの中に週に３～４回，課題や
テストを返却し，自分の間違いと向き合う「宿題直
しの時間（自己省察の機会）」を設けた。本研究の調
査項目は以下の３つである。これらの調査は，全て事
前に母語訳付きの紙面で調査対象者に承諾を得た上で
行った。なお，参与観察及び半構造化インタビューの
対象者をBクラスにしたのは，筆者がBクラスの担任
をしていたため，Bクラスの全ての宿題直しの時間に
入り，Bクラスの学習者と最も長く接していたことに
よる。

３．２．１．アンケート

　まず，３ヶ月の初級の学習終了後である12月20日～
22日に別科の授業に関する質問項目を作成した選択
式，記述式アンケートに解答してもらった。質問項目
は学習者の母語で作成し，解答は母語でも日本語でも
可能とした。本研究では，「宿題直しの時間は必要だ

と思うか。」の５段階評価の部分，「なぜそう（５段階
評価）思うのか。」の自由記述部分を分析項目とした。
なお，１名は欠席のため，未回答だったので，66名分
のアンケートを分析対象とした。

３．２．２．参与観察

　次に，2018年10月から12月の週４回の宿題直しの際
に教師の学習者への関わり方の変化を梅田（2000）の

「教師の役割」を分析の枠組みとし，分析した。また，
Bクラスの学習者22名が，自身の間違いにどのように
向き合うようになったのかを参与観察した。

３．２．３．半構造化インタビュー

　さらに，2018年３月に，Bクラスの中で，３ヶ月で
成績が大きく上昇した成績上位者３名，逆に下がった
成績下位者３名の計６名に，半構造化インタビューを
実施した。インタビューの所要時間は１人60分程度
で，アンケートの宿題直しの時間に関するフォロー
アップインタビューを，成績上位者には日本語で，成
績下位者には母語の通訳付きで行った。内容は調査協
力者の承諾を得て録音し，文字化した。

４．結果

４．１．アンケート 

４．１．１．宿題直しの時間の必要性

　アンケートの５段階評価で，宿題直しの時間は必要
かどうかABCクラスの学習者に聞いた結果を表２に
まとめる。

表２　宿題直しの時間の必要性

そう思わない　　←　　　→　　そう思う 回答
者数１ ２ ３ ４ ５

A ０ ０ ２ 11 10 23
　 0.0% 0.0% 8.7% 47.8% 43.5% 100%
B ０ ０ ０ ８ 14 22
　 0.0% 0.0% 0.0% 36.4% 63.6% 100%
C ０ ０ １ 10 10 21
　 0.0% 0.0% 4.8% 47.6% 47.6% 100%

　どのクラスにも宿題直しの時間が必要ないと答えた
学習者はいなかった。Aクラスは，「とても必要」が
43.5%，「必要」が47.8%，「どちらでもよい」が8.7％

（２名）だった。Cクラスは，「とても必要」「必要」
ともに，47.6%で，「どちらでもよい」が4.8%（１名）
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いた。Bクラスは，「とても必要」が63.6%，「必要」
が36.4％で，「どちらでもよい」という解答はなかっ
た。Bクラスでは他のクラスより宿題直しの必要性を
感じている学習者が多かった。

４．１．２．宿題直しの効果 

　さらに，なぜそう（表２）思うのか，自由記述の回
答を表３にまとめた。無記入や回答になっていない

（理由を聞いているのに，「宿題直しはよかったです。」
と書いているなど）ものを除いた38例を表３に分類し
た。学習者の記述例の詳細は，「資料１ 宿題直しが必
要だと思う理由の記述例（一部抜粋）」を参照してい
ただきたい。

表３　宿題直しの効果

アンケート結果 合計 割合
次に同じ間違いをしなくなる 11 28.9%
間違えたところを長く覚えられる ７ 18.4%
深く理解できるようになる ６ 15.8%
間違いの直し方がわかる ５ 13.2%
先生に質問できる ４ 10.5%
復習ができる ３ 7.9%
学習者が自分の日本語能力を
自分で評価できる

１ 2.6%

一生懸命宿題をやるようになる １ 2.6%

　最も多かった回答が，「次に同じ間違いをしなくな
る」で11例（28.9%）だった。「間違えたところを長
く覚えられる」が７例（18.4%），「深く理解できるよ
うになる」が６例（15.8%）。「間違いの直し方がわか
る」が５例（13.2%），「先生に質問できる」が４例

（10.5%），「復習ができる」が３例（7.9%）と続いてい
る。また「学習者が自分の日本語能力を自分で評価で
きる」，「一生懸命宿題をやるようになる」という答え
も１例ずつあった。

４．２．参与観察 

４．２．１．教師の役割の変化

　表１の梅田（2005）「教師の役割」を分析の枠組み
とし，宿題直しの時間のクラス担任の行動を分類した
ものが表４である。

表４　宿題直しの時間の教師の役割

役割 主な特徴 教師の行動
フ ァ シ リ
テーター

・奨励
・励まし

学習者の悩みを聞く。解
決方法をアドバイスする。

情報提供者 ・�教材提供 学習者がつまずいている
項目を練習できる教材を
提示する。

学習管理者 ・記録
・評価

学習者の間違いが正しく
直せるまで確認する。
学習者がどこでつまずい
ているのかを正確に読み
取る。

メンター ・助言
・指導

学習者が間違えた箇所に
線を引き，答えにたどり
着く道筋や教科書の閲覧
すべき箇所を書く。

　宿題直しの時間の教師の行動は，表４に見られる
ように，困っている学習者の悩みを聞き，解決方法
をアドバイスする「ファシリテーター」，学習者がつ
まずいている項目を重点的に練習できる学習教材を
提示する「情報提供者」，学習者の間違いが正しく直
せたかどうか確認する，または学習者がつまずいて
いる箇所を正確に読み取る「学習管理者」，学習者が
間違えた箇所に印をつけ，答えにたどり着く道筋や
教科書の閲覧すべき箇所を書く「メンター」へと変
化する。

４．２．２．学習者の変化 

　Bクラスでは10月初めの宿題直しの時間には，学
習者から質問が出なかった。また，友達の宿題を見
て正解を写そうとする学習者が見られたため，自分
の間違いと向き合うことがなぜ重要なのかを通訳を
交えて話す時間を設けた。さらに，学習者がつまず
く項目に関しては，正解にたどり着くためのヒント
を書くようにすると，以前友達の答えを写していた
学生も，自分で正解を探す姿が見られるようになり，
徐々にBクラスでも質問が出るようになった。できる
学習者ができない学習者に教え合う姿も見られるよ
うになった。

４．３．インタビュー  

　成績上位の学習者は，宿題直しの時間がとても必
要だと考え，その理由として，「宿題のまちがったと
ころをもう一回考えることが大切だ。もう一回考え
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ないで，すぐに答えをコピーすると，またその問題に
あうとき，もう一度同じ間違いをする。」など，３名
全員が宿題直しの時間に，間違えた問題について，も
う一度考えることが大切だと話していた。
　一方で，成績下位の学習者は，「分からないところ
があっても教師に分からないのかと思われるのが怖く
て質問できない」，「宿題直しの時間があっても，その
時間は限られているので，限られた時間の中で答えが
見つけられず，友達の答えを写してしまう」という意
見もあった。

５．考察

　宿題直しの必要性についてアンケートをしたとこ
ろ，宿題直しの時間は必要ではないと答えた学習者が
いなかったことは，特筆すべき点だと考える。必要だ
と答えた理由で最も多かった「次に同じ間違いをし
なくなる」という回答から，同じ間違いを繰り返さ
ないようになり成長している様子，４番目に多かっ
た「間違いの直し方がわかる」という回答から自分
で正解にたどり着く力を身につけていることがわか
る。また，「長く覚えられる」「深く理解できる」とい
う回答は，教師に正解を教えてもらうのではなく，自
分で考えることで初めて見出される効果だと考えられ
る。また「一生懸命宿題をやるようになる」という回
答から動機付け効果もあることもわかった。さらにい
えば資料１の学生の実際の記述を見ると，「先生が宿
題をチェックしてくれるのは」という文言が多数見ら
れる。宿題直しの際に返却する宿題は，必ず教員が
チェックしており，時には正解に辿りつくためのヒン
トも書いてある。それらが学生を正解に導く足場かけ
となっていることがわかる。
　別科の通常の授業では，教師は「専門家」として
学習者に言語的な知識を伝え，「計画者」としてカリ
キュラムや毎週のスケジュールを管理し，「教授者」
として授業内外にやるべきことを指示している。つ
まり，梅田（2000）の分類によれば，別科のコース
は，他者決定型学習のコースである。しかし，宿題直
しの時間には，教師は学習者に対し，「ファシリテー
ター」，「情報提供者」，「学習管理者」，「メンター」と
して接するようになる。梅田（2000）の分類をもとに
考察すると，他者決定型学習コースの中に，自己決定
的，相互決定的な学習をする時間が設けられ，徐々に
学習者を自律的な段階に移行させる環境があると考え
られる。

６．まとめと今後の課題 

　本研究では留学生別科のコースの中で，間違えたと
ころを再学習する機会を与えることにより，間違えた
理由を省察し，自力で問題を解く考え方や道筋を発見
できる，それが自力でできない場合は教師に適切な支
援を求めることができる学習者の育成を目指した。そ
の結果，学期修了後に実施したアンケートでは全ての
学習者から「宿題やテストを直す時間」が必要だとい
う意見が得られた。その理由は，「間違ったところの
直し方がわかる」，「間違えたところが深くわかるよう
になる」，「今後同じ間違いをしなくなる」「どうして
間違えたのかを考えることができるようになった」か
らである。以上の結果から，コースの中に，「宿題や
テストを直す時間を設けることにより，間違いから学
ぶことができ，自身の学習を振り返ることができる学
習者の育成につながり，学習者オートノミーの育成に
貢献できたといえる。
　一方で，今回自己省察ができるようにならなかった
学習者は，大きな要因は２つ考えられる。まず，教師
とのラポールが築かれていないため，分からないとこ
ろがあっても恥ずかしくて教師に聞けない。２つ目
に，質問する，または答えを聴くだけの日本語能力が
ないため，ヒントがあっても答えにたどりつけない。
　解決策として，１つ目に教師から積極的にコミュニ
ケーションを取るなどして，話しやすい環境を作る。
２つ目に，母語がわかる先輩にSA（スチューデント
アシスタント）として授業に入ってもらい，通訳して
もらうことが必要だと考える。

付記

　本研究は平成29年度学内特別研究費，課題名「学習
者オートノミーを育成するコースの構築」を採択し，
学内でポスター発表したものを修正し，論文にまとめ
たものである。
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資料 1 宿題直しが必要だと思う理由の記述例（一部抜粋） 

 

項目 記述例 合計 割合 

次に同じ間違いをしな

くなる 

先先生生がが宿宿題題ををチチェェッッククししててくくれれるると，学習者は間違ったとこ

ろが分かるようになり，今度間違わないようになると思いま

す。 

11 23.9% 

宿題直しの時，学習者は間違ったところが分かるようになり，

次のテストでは間違わないようになると思います。 

間違えたところを長く

覚えられる 

宿題直しの時，学習者は間違ったところが分かるようになり，

長く覚えられると思います。 

7 15.2% 

宿題直しの時，先生が学習者の間違ったところを教えたり，

具体的に説明したりしてくれて，長く覚えられるようになる

と思います。 

深く理解できるように

なる 

先先生生がが宿宿題題ををチチェェッッククししててくくれれるるのは勉強したことが深く

分かるようになると思います。 

6 13.0% 

宿題直しの時，授業の内容がもっと深く分かるようになると

思います。 

日本語を勉強する時，宿題をやるのは大事なことです。間違

ったのは文法がよくわからないということかもしれません。

それで，先先生生がが宿宿題題ををチチェェッッククししててくくれれるると，勉強したこと

をもっと深く理解できるようになると思います。 

間違いの直し方がわか

る 

宿題直しの時，学習者は間違ったところと直し方が分かるよ

うになります。 

5 10.9% 

先先生生がが宿宿題題ををチチェェッッククししててくくれれるると，自分の間違ったところ

が分かるようになり，正しく直せるようになると思います。 

先生に質問できる 先先生生がが宿宿題題ををチチェェッッククししててくくれれるるのは必要だと思います。自

分の間違ったところを先生に聞くことができ，先生も詳しく

説明してくれて，本当に助かります。 

4 8.7% 

宿題直しの時間がとても大切です。詳しく説明されない文法

は分かりにくくなり，宿題直しの時，先生に質問でき，助か

ります。 

復習ができる 宿題直しの時，間違ったところを直せて，勉強した内容をも

う一度復習できます。 

3 6.5% 

一回直すのは一回復習と同じです。 

学習者が自分の日本語

能力を自分で評価でき

る 

宿題直しの時，学習者は間違ったところが分かるようになり，

さらに，その時，学習者が自分の日本語能力を自分で評価で

きて，間違った原因とかを見つけられ，長く覚えられるよう

になると思います。 

1 2.2% 

一生懸命宿題をやるよ

うになる 

宿題直しの時，学習者は間違ったところと直し方が分かるよ

うになって，後でもっと一生懸命宿題をやるようになると思

います。 

1 2.2% 

 

28.9%

18.4%

15.8%

13.2%

10.5%

7.9%

2.6%

2.6%
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